
第 12回病理学技術者講習会(西日本) 

日 時：2026年 6月 20日(土曜日）  1日講習（8:55 ～ 15:50、受付 8:40 ～ 8:55） 

場 所：天理大学 別所キャンパス  

〒632-0018 奈良県天理市別所町 80-1  

講習会連絡先：当日の連絡先は受講票に記載、前日までは日本臨床検査同学院 03（5282）3117 

にお願いします。 

講 師：戸田好信(天理大学医療学部)、鳥居 洋祐（兵庫医科大学病院）、 

森藤 哲史(兵庫医科大学病院)、西川武(天理大学医療学部)、野田みゆき(京都市立病院)、 

林裕司(滋賀医科大学医学部附属病院)、宮井優 (京都保健衛生専門学校)、 

深田 知也(淀川キリスト教病院) 

プログラム【予定】    

8:55 ～  9:00  開始連絡事項 小松   

9:00 ～  9:30  固定・包埋：古谷津  

9:30 ～ 10;00  ブロック：江口    

10:00 ～ 10:40  薄切：青木 

10:55 ～ 11:25  組織像：戸田 

11:25 ～ 12:00  特殊染色：阿部 

12:00 ～ 12:15  実習説明・移動 

 

昼食 

実習                  

A  10名  13:00 ～ 13:50   薄 切        → ①  → ② 

B  10名  14:00 ～ 14:50   顕微鏡実習① → ②  → 薄切 

C  10名  15:00 ～ 15:50   顕微鏡実習② → 薄切 → ① 

 

※ 実習の順番は受講人数において変更します。 

※ 詳細グループに関しては当日配布致します。 

※ 御自身の HE染色や特殊染色で評価してもらいたいものがあれば、講習開始までに 

受付に提出してください。1人 2枚までとします。 
 

持参するもの：ご自身の施設のブロックを 5～6個（どの臓器でも構いませんが、正常なもの）、「病理

技術教本」、白衣、ミクロトーム刀ホルダー、替刃、アダプター、薄切に使用する小物、筆記用具、

昼食（学校周辺には飲食店がほとんどありませんので昼食は各自必ずご用ください。飲料水は自販

機があります。 

注 1：薄切実習に使用するため、ご自身の施設のブロックを 5～6 個ご持参ください。ブロックは準備

できません。 

 

注 2：薄切はベアリング式ミクロトームを使用します。 

ミクロトーム刀（替刃式ミクロトーム刀ホルダーと替刃）および薄切に必要な小道具は各自用意

してください。切片を浮かべる水槽、冷却用氷、スライドガラスは当方で用意します。 

カセットブロックを薄切しますのでアダプターも用意してください。 



なお、アダプターの用意できない方には貸出し致しますが、数に限りがありますので、事前に同

学院事務局に申し出てください。 

 

注 3：本講習会では時間と設備の関係で、ご自身で薄切された標本の染色は行いません。また、個人情

報の関係から、作製された標本の持ち帰りはできません。 

 

注 4：講習中の撮影、録音は禁止です。 

 

注 5：受講票はメールで送付しますので、印刷して当日受付で提示してください。携帯電話のメール画面を提示

していただいても結構です。会場の案内に従ってください。 

 

注 6：「病理技術教本」事前に購入してお持ちください。改訂第 3 版が販売されていますが、第 2 版で

もかまいません。会場では販売しません。 

 

【 天理大学別所キャンパスまでの交通案内 】  

大阪から（所要時間：約 1時間）       京都から（所要時間：約 1時間） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天理駅から別所キャンパスへは、徒歩約 15 分。 

・天理駅東口を出て、地下歩行者専用通路 1 号出入口から地下へ下ります。 

・地下道の突き当たりを左奥の「4 番出口」へ進みます。 

・地上に出たら左方向（東方面）へ進み、そのまま約 250m 直進します。 

・中大路交差点を左折し、信号を 3 つ通過後、さらに約 50m 進むと、右手に紫色の天理大学の看板

があり、その先に別所キャンパス西門があります。 

公共の交通機関をご利用ください。 

以上 


